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「第 2回北沢デザイン会議」を開催しました
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　北沢デザイン通信では、小田急線沿線街づくりの情報共有・意見交換の場である「北沢デザイン会議」
の報告を中心に、世田谷区が整備する小田急線上部利用施設の情報を幅広くお知らせしています。
　世田谷区では、平成 25 年度に「上部利用の施設配置（ゾーニング構想）」の公表、平成 26 年度に「上
部利用計画（素案）」の策定、「北沢デザイン会議」と「上部利用デザインワークショップ」の開催など、
世田谷区が整備する施設全体の計画を進めてきました。
　平成 27 年度には引き続き区施設における「上部利用計画」と「（仮称）トータルデザイン指針（＊）」
を策定するとともに、緑地・小広場などの個別施設について整備ワークショップを開催します。
　本号では、平成 26 年度に開催した「第２回北沢デザイン会議」と「上部利用デザインワークショップ」
について報告します。今後、個別施設のワークショップなどについては、それぞれのニュースでお知
らせしていきます。
（＊）平成 27 年 8月現在、指針の名称を「北沢デザインガイド」としています。

小田急線上部利用の施設配置
（ゾーニング構想）公表

第 1回北沢デザイン会議

⇒小田急線上部利用通信No.9

⇒北沢デザイン通信第１号

世田谷代田駅駅前広場ワークショップ
⇒世田谷代田駅周辺まちづくりニュースNo.7

上部利用デザインワークショップ

世田谷区小田急線上部利用計画（素案）策定

下北沢駅周辺都市計画道路
（補助第 54 号線及び世区街第 10 号線）
整備ワークショップ

第２回北沢デザイン会議

世田谷区小田急線上部利用計画策定
代田 3-56 広場整備ワークショップ

環状七号線横断橋「代田富士見橋」完成

詳細は P2～ 6

詳細は P7,8

小田急線上部利用の主な取り組み経過や今後の予定 [ 平成 24 年度～ 27 年度 ]

駅前広場、通路、緑地・小広場など

⇒下北沢駅周辺都市計画道路整備WSニュース第 1～ 3号

世田谷区が整備する上部利用施設全体

～デザインコンセプトを考える～

⇒小田急線上部利用通信No.10

第３回北沢デザイン会議

東北沢駅駅前広場ワークショップ
⇒東北沢駅周辺まちづくりニュースNo.4

⇒世田谷代田駅周辺まちづくりニュースNo.14

下北沢駅周辺都市計画道路
（補助第 54 号線及び世区街第 10 号線）
整備ワークショップ [26 年度より継続 ]

北沢 3-9 広場整備ワークショップ

８

３つのデザインコンセプトとイメージストーリー

四季を感じ、みんなにやさしい空間が、多様な人々をつなぐ

街の記憶や風景を映し、３駅につづく新たな路が、私たちの地域をつなぐ

みんなで創り育て、ゆるやかに変わる場所が、時を超え心をつなぐ

コンセプト１

コンセプト２

コンセプト３

(予定)

[ 終了 ]

下北沢西側エリア緑地 ( 立体緑地含む）・
通路検討ワークショップ

【問い合わせ先】
世田谷区北沢総合支所街づくり課
〒155-8666 世田谷区北沢 2-8-18 北沢タウンホール 6階
電話　03-5478-8031　ファックス　03-5478-8019

区のホームページでも、
小田急線上部利用の情報を
公開しています。
世田谷区　小田急線上部利用の街づくり 検索

東北沢駅下北沢駅世田谷代田駅

環状七号線 茶沢通り鎌倉通り 補助第 26 号線

至新宿

至小田原
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　　これまで電車が走っていた鉄道敷に、季節の彩りと潤いがもたらされます。四季を知らせる木々や
草花が、私たちをホッとさせてくれます。集まって賑わいを楽しむ人も穏やかに散歩したり静かに物
思いにふける人も、老若男女の誰もが一年を通じて安心して心地よく過ごすことのできる空間です。
　　人に馴染みやすい形や大きさを “ヒューマンスケール” と呼ぶことがあります。私たちに安心感を
もたらすやさしい心づかいがデザインのそこここに散りばめられています。通勤通学、買物や散策で
過ごすひとときが楽しい場所となるように、きめ細やかな配慮がなされています。そしてここでは、
個性豊かな様々な人々のふれあいや出会いが生まれます。

　　街にはそれぞれ人々の暮らし方があります。鎌倉街道やお社、祠（ほこら）などが伝える歴史の面影、
今に続く賑やかな街並みと落ち着いた住宅地の佇まい、さらに現在も多くの人々を運び続けている小
田急線の線路としての記憶も大切にされています。
　　それらが街に独特の風景を生み出してきました。東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅を結ぶ新たな
路には、地層のように折り重なった周辺の街の記憶が映し込まれています。この街で暮らした人たち
の知恵を現代に活かしつつ、あたかも “都市の中の回廊” のように結ばれ、３つの駅から広がる３つ
の地域に新たな街の風景が創られます。

　　街を見守り、将来にわたって関わり続けたいという人々がいます。その想いを子どもたちに伝え育
てたいという人々がいます。小さい頃の思い出が、大きくなった時にも懐かしく思い出せるように、
人の成長に合わせて少しずつ変化していく流れを大切にし、時間をかけてゆっくりとまちづくりが進
められています。
　　新たな街に人々が集まり、キラッと光る場所や活動があちこちに見られます。温かく育まれた緑、
個性を伝えるアート、ふれあいを深めるイベント、その主人公は私たちみんなです。そして、一つひ
とつの活動の積み重ねが地域の文化となり、次の世代、その次の世代まで、尊い想いをバトンタッチ
していきます。

自然を感じる空間

(予定)

⇒下北沢駅周辺都市計画道路整備WSニュース第 4号

⇒（仮称）代田 3-56 広場整備ニュース第１～３号

人々の集い

街の記憶 街の風景

空間の変化 市民の関わり

（仮称）

（仮称）
「北沢デザインガイド
　（（仮称）トータルデザイン指針）」策定










